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の新着図書

『イリアス 下』ホメロス 松平千秋(訳) 岩波文庫

『締め切りより早く提出されたレポートはなぜ

つまらないのか』安達未来 光文社新書

『建築知識 ２０２３年１月号』エクスナレッジ

『イマジン』清水義範 集英社

『口に関するアンケート』背筋 ポプラ社

『穢れた聖地巡礼について』背筋 ＫＡＤＯＫＡＷＡ

『運命ではなく』ケルティース・イムレ

岩崎悦子(訳) 国書刊行会

『探偵はもう、死んでいる。』二語十 ＭＦ文庫

『ドキュメント横浜VS.ＰＬ学園』

アサヒグラフ特別取材班 朝日文庫

『あの頃ぼくらはアホでした』東野圭吾

集英社文庫

『とにかく仕組み化 人の上に立ち続けるための
思考法』安藤広大 ダイヤモンド社

『月ぬ走いや、馬ぬ走い』豊永浩平 講談社

『小説』野崎まど 講談社

『虚子自伝』高浜虚子 岸本尚毅(編) 岩波文庫
『インターネット文明』村井純 岩波新書
『あいまいさに耐える』佐藤卓己 岩波新書
『環境とビジネス』白井さゆり 岩波新書
『〈弱いロボット〉から考える』岡田美智男
岩波ジュニア新書
『言葉を生きる 考えるってどういうこと？
ちくまＱブックス』池田晶子 筑摩書房
『人生が変わるゲームのつくりかた
ちくまＱブックス』米光一成 筑摩書房
『一流の達成力』原田隆史 柴山健太郎
フォレスト出版
『なぜ「救い」を求めるのか』島薗進 ＮＨＫ出版
『一冊でわかるカナダ史』細川道久(監修)
河出書房新社
『日本の自然をいただきます』ウィニフレッド・バー
ド 上杉隼人(訳) 亜紀書房
『コード・ブッダ 機械仏教史縁起』円城塔
文藝春秋
『踊れ、愛より痛いほうへ』向坂くじら
河出書房新社
『歪曲済アイラービュ』住野よる 新潮社
『Ｎの逸脱』夏木志朋 ポプラ社
『ここはすべての夜明けまえ』間宮改衣
早川書房
『３月のライオン 17』羽海野チカ 白泉社
『天幕のジャードゥーガル 4』トマトスープ
秋田書店

『萌える男』本田透 ちくま新書
『９０分でわかるデリダ』ポール・ストラザーン
浅見昇吾(訳) 青山出版社
『難儀もまた楽し 松下幸之助とともに歩んだ私
の人生』松下むめの ＰＨＰ研究所
『いずれ起業したいな、と思っているきみに１７歳
からのスタートアップの授業 アントレプレナー入
門』古我知史 ＢＯＷ＆ＰＡＲＴＮＥＲＳ
『いずれ起業したいな、と思っているきみに１７歳
からのスタートアップの授業アントレプレナー列
伝』古我知史 ＢＯＷ＆ＰＡＲＴＮＥＲＳ
『「人口減少」にどう立ち向かうか』
日本政策研究センター 
『超・超面白くて眠れなくなる数学』桜井進
ＰＨＰエディターズ・グループ
『馬のトレーナーという仕事』工藤ケン Gakken
『勝者の資格 ノムダス』野村克也
ニッポン放送プロジェクト
『ウィキッド 誰も知らない、もう一つのオズの物語
上・下』グレゴリー・マグワイア 市ノ瀬美麗(訳)
早川書房
『天地明察』冲方丁 角川書店
『群青に沈め 僕たちの特攻』熊谷達也
角川書店
『廃墟に乞う』佐々木譲 文藝春秋
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休館日※開館時間にご注意ください

図書館選書

寄贈図書

～ 新着図書の中から、おすすめの本を紹介 ～

11月21日は「インターネット記念日」です。1969年のこの日に、現代のインター
ネットの元型となる、「ARPANET」の公開実験が行われた事を記念して制定され
ました。図書館では、インターネットにかかわる仕事を紹介する図鑑や、
スマートフォンとの付き合い方を考える本などを展示します。ぜひ、ご来館ください。

ｐ

火～金 13：00-13：30 / 16：00-18：00  
土 13：00-15：00

〖通常開館時間〗

― 今月の特集展示 ―

書図着新

細川道久 監修

カナダとはどういう国か。
その歴史を図やイラストを
使いながらわかりやすく、
ていねいに描く。「そのこ
ろ、日本では？」などのコ
ラムも役に立つ。

一冊でわかるカナダ史

米光一成 著

ゲームづくりの核は「場を
楽しくするルール」を生み
出すこと。それができれば、
君の人生はもっとおもしろ
くなる。人気ゲーム開発者
がイチから教える入門書！

人生が変わるゲームのつくりかた
いいルールってどんなもの？

背筋 著

フリー編集者の小林は
YouTuber池田の『オカル
トヤンキーch』のファン
ブック企画を出版社に持ち
込む。池田と小林は企画を
通すために、再生回数が多
い廃墟に、いわくありげな
話をでっちあげ…。

穢れた聖地巡礼について
野崎まど 著

5歳で読んだ「走れメロ
ス」をきっかけに、内海集
司の人生は小説にささげら
れることに。12歳の時、
生涯の友と出会い、2人は
小説家が住んでいるという
屋敷に潜り込む。その屋敷
にはある秘密があった…。

小説

ご寄贈いただき 
ありがとうございます

「インターネット記念日」（※１１月１１日から）
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